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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成28年9月8日(2016.9.8)

【公表番号】特表2015-531589(P2015-531589A)
【公表日】平成27年11月5日(2015.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2015-068
【出願番号】特願2015-524344(P2015-524344)
【国際特許分類】
   Ａ２３Ｂ   7/144    (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  27/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ  21/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/22     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/00     (2006.01)
   Ａ２３Ｂ   7/00     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   3/3409   (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  85/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ２３Ｂ    7/144    　　　　
   Ａ０１Ｎ   27/00     　　　　
   Ａ０１Ｐ   21/00     　　　　
   Ａ０１Ｎ   25/22     　　　　
   Ａ０１Ｎ   25/00     １０２　
   Ａ２３Ｂ    7/00     １０１　
   Ａ２３Ｌ    3/3409   　　　　
   Ｂ６５Ｄ   85/50     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月14日(2016.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シクロプロペン化合物を含有する大気にアボカドを曝す工程を含み、
（ａ）アボカドはシクロプロペン化合物への曝露中、ＭＡ（ｍｏｄｉｆｉｅｄ　ａｔｍｏ
ｓｐｈｅｒｅ）包装の中にある、または
（ｂ）アボカドはシクロプロペン化合物への曝露後、２時間以内にＭＡ包装の中に入れら
れ、アボカドは少なくとも２時間の間前記ＭＡ包装中にとどまる、
アボカドを扱う方法。
【請求項２】
　ＭＡ包装は、包装全体に対する酸素の透過率が、アボカド１キログラムにつき１日当た
り３，８００～７２，０００立方センチメートルであるように構築されている、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　ＭＡ包装は、包装全体に対する二酸化炭素の透過率が、アボカド１キログラムにつき１
日当たり５，０００～１５０，０００立方センチメートルであるように構築されている、
請求項１に記載の方法。
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【請求項４】
　シクロプロペン化合物への曝露は、アボカドが６５～１５０ニュートンの果肉の硬度を
有するときに始まる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　シクロプロペン化合物を含有する大気にアボカドを曝す工程を備え、アボカドはシクロ
プロペン化合物へ曝露中、ＭＡ包装の中にあり、アボカドは曝露後、少なくとも２時間の
間ＭＡ包装中にとどまる、アボカドを扱う方法。
【請求項６】
　アボカドは、収穫後２時間以内にＭＡ包装の中に入れられる、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　シクロプロペン化合物を含有する大気にアボカドを曝す工程を備え、アボカドはシクロ
プロペン化合物への曝露後２時間以内に、ＭＡ包装の中に入れられ、アボカドは、少なく
とも２時間の間ＭＡ包装中にとどまる、アボカドを扱う方法。
【請求項８】
　ＭＡ包装は、包装全体に対する酸素の透過率が、アボカド１キログラムにつき１日当た
り２００～４０，０００立方センチメートルであるように構築されている、請求項５また
は請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　アボカドは、曝露後少なくとも１０時間の間ＭＡ包装中にとどまる、請求項５または請
求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　シクロプロペン化合物は、分子封入剤を有する調合物中にある、請求項５または請求項
７に記載の方法。
【請求項１１】
　シクロプロペン化合物は、１－メチルシクロプロペン（１－ＭＣＰ）を含み、分子封入
剤は、アルファ－シクロデキストリンを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　シクロプロペン化合物は次式のものであり：

【化１０】

式中、Ｒは置換または非置換のアルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、シ
クロアルキルアルキル、フェニル、またはナフチル基であり；置換基は、独立してハロゲ
ン、アルコキシ、または置換もしくは非置換のフェノキシである、請求項５または請求項
７に記載の方法。
【請求項１３】
　ＲはＣ１～Ｃ８アルキルである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　Ｒはメチルである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　シクロプロペン化合物は、１－メチルシクロプロペン（１－ＭＣＰ）を含む、請求項５
または請求項７に記載の方法。
【請求項１６】
　分子封入剤は、アルファ－シクロデキストリン、ベータ－シクロデキストリン、ガンマ
－シクロデキストリン、またはそれらの組合せを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
　分子封入剤は、アルファ－シクロデキストリンを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１８】
　曝露中のシクロプロペン化合物は、５００ｐｐｂ～４５００ｐｐｂの間の濃度である、
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請求項５または請求項７に記載の方法。
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